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東日本地区および九州・山口地区で持ち帰り弁当店「ほっかほっか亭」とごはん処

「やよい軒」を運営する株式会社プレナス（本社：福岡市博多区、代表取締役社長：

塩井辰男、東証第一部 9945）は、店舗の使用済みフライ油を精製して、配送車の燃料

（バイオディーゼル燃料）として再利用する「フライ油リサイクルシステム」を、 

平成19年10月から九州・山口地区で展開できる運びとなりました。 

当初、同システムは、平成 19年 1月の本格稼動を目指しておりましたが、その後、

計画を見直し、製造されるバイオディーゼル燃料をより安全、安心に使用するため、

製造方法の改良を重ねて品質向上をはかり、併せて、燃料製造所の建設予定地につい

ても再検討を行ないました。このたび、平成 19年 10月に福岡県朝倉市の当社物流セ

ンター敷地内にバイオディーゼル燃料専用給油所「プレナス ステーション」が完成

することを機に、九州・山口地区（離島・沖縄県を除く 941店舗）にて、本格稼動す

ることにしたものです。 

バイオディーゼル燃料の製造元は、「バイオ燃料地域利用モデル実証事業」の実施主

体である西田商運株式会社（本社：福岡県新宮町）です。同社は、3年前より自社ト

ラックの代替燃料としてバイオディーゼル燃料を製造しており、今回当社の「フライ

油リサイクルシステム」の九州地区の展開に協力いただくこととなりました。 

 

「バイオ燃料地域利用モデル実証事業」とは、食糧生産過程の副産物や農村の地域

資源を活用して、国民生活の向上と農村の振興をはかることを目的とし、地域におけ

るバイオマス輸送用燃料の原料作物の調達から燃料の供給まで一体となった取り組み

を支援する農林水産省のプロジェクトです。 

当社は、西田商運株式会社と協同で同事業に参画しており、我が国のバイオ燃料の

品質向上と温室効果ガス排出抑制に取り組みます。 

 

 

平成 19年 10月 

「フライ油リサイクルシステム」 

本格稼動開始 
店舗の使用済みフライ油を回収、バイオディーゼル燃料に精製して再利用 



 2

「プレナス ステーション」概要 

 

 

名 称 ：プレナス ステーション 

建 設 地：福岡県朝倉市平塚11－2 

面 積：敷地面積 265.32㎡  建物面積（給油所、事務所） 46.31㎡ 

着 工：平成19年8月 

竣 工：平成19年9月（予定） 

稼 動：平成19年10月（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

プレナス ステーション外観 

 

 

 

 

 

 




